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『

狭
衣
物
語』

と
薬
師
信
仰

法
成
寺
薬
師
堂
を
基
点
と
し
て

倉

田

実

は
じ
め
に

浄
土
信
仰
が
浸
透
し
た
十
一
世
紀
後
半
の
成
立
と
な
る

『

狭
衣
物
語』

に
は
、
阿
弥
陀
如
来
の
西
方
極
楽
浄
土
、
弥
勒
菩
薩
の
兜
率
天
内
院
、

帝
釈
天
の�
利
天
な
ど
の
浄
土
信
仰
が
語
ら
れ
て
い
る
。
西
方
極
楽
浄
土
へ
の
往
生
を
願
う
の
は
嵯
峨
院
と
式
部
卿
宮
北
の
方

(

藤
壷
の
母)

、

兜
率
天
は
狭
衣
と
入
道
宮

(

女
二
宮)

、�
利
天
は
飛
鳥
井
君
で
あ
り
、
浄
土
は
そ
の
格
に
よ
っ
て
登
場
人
物
た
ち
に
振
り
分
け
ら
れ
、
住
み

分
け
ら
れ
て
い
る

(

１)

。

二
一
〇
億
も
あ
る
と
さ
れ
る
浄
土
の
、
こ
の
他
の
代
表
的
な
も
の
と
し
て
は
、
観
世
音
菩
薩
の
補
陀
落
山
、
阿�
如
来
の
東
方
善
快
浄
土

(

歓
喜
国
、
無
動
国
、
金
粟
世
界
な
ど
と
も)

、
薬
師
如
来
の
東
方
瑠
璃
光
浄
土

(

東
方
浄
瑠
璃
世
界
と
も)

な
ど
も
あ
り
、
こ
れ
ら
は
平
安
文

学
に
認
め
ら
れ
る
が

(

２)

、『

狭
衣
物
語』

に
は
不
在
で
あ
る
。
し
か
し
、
薬
師
如
来
に
つ
い
て
は
、『

狭
衣
物
語』

に
は
二
度
ほ
ど
語
ら
れ
て
い
る

の
で
、
当
時
の
仏
教
信
仰
、
薬
師
信
仰
な
ど
を
見
通
し
な
が
ら
、
そ
の
あ
り
よ
う
を
こ
こ
で
確
認
し
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。
引
用
文
献
の
出

典
は
論
末
に
示
し
た
。
表
記
を
一
部
私
に
換
え
た
場
合
が
あ
る
。

『

狭
衣
物
語』

と
薬
師
信
仰

二
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一

浄
土
信
仰
の
多
様
性

平
安
時
代
の
仏
教
信
仰
は
、
様
々
な
寺
院
・
経
典
・
仏
像
が
そ
の
対
象
に
な
っ
て
い
た
。

・

寺
は

壺
阪
。
笠
置
。
法
輪
。
霊
山
は
、
釈
迦
仏
の
御
す
み
か
な
る
が
あ
は
れ
な
る
な
り
。
石
山
。
粉
河
。
志
賀
。(『

枕
草
子』

一
九

五
段)

・

経
は

法
華
経
さ
ら
な
り
。
普
賢
十
願
。
千
手
経
。
随
求
経
。
金
剛
般
若
。
薬
師
経
。
仁
王
経
の
下
巻
。(

同
一
九
六
段)

・

仏
は

如
意
輪
。
千
手
。
す
べ
て
六
観
音
。
薬
師
仏
。
釈
迦
仏
。
弥
勒
。
地
蔵
。
文
殊
。
不
動
尊
。
普
賢
。(

同
一
九
七
段)

右
に
例
示
さ
れ
た
寺
院
・
経
典
・
仏
像
は
、
当
時
の
人
々
に
信
仰
さ
れ
て
い
た
代
表
的
な
も
の
に
な
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
中
か
ら
、
ど
れ
か
一

つ
だ
け
が
個
人
の
信
仰
対
象
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
な
く
、
ど
れ
も
が
そ
の
人
の
状
況
に
応
じ
て
信
仰
さ
れ
て
い
た
。
神
も
仏
も
信
仰
す
る
の

で
、
仏
の
世
界
も
多
様
に
受
容
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
次
の
藤
原
道
長
の
よ
う
な
あ
り
方
も
、
憧
憬
さ
れ
こ
そ
す
れ
、
無
節

操
と
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

お
ほ
か
た
こ
の
こ
と
の
み
か
は
、
わ
が
御
寺
、
わ
が
御
殿
の
内
に
せ
さ
せ
た
ま
ふ
事
ど
も
ま
ね
び
つ
く
す
べ
き
か
た
な
し
。
あ
る
時
は

六
観
音
を
造
ら
せ
た
ま
ひ
、
あ
る
折
は
七
仏
薬
師
を
造
ら
せ
た
ま
ひ
、
あ
る
時
は
八
相
成
道
を
か
か
せ
た
ま
ふ
。
あ
る
時
は
九
体
の
阿
弥

陀
仏
を
造
ら
せ
た
ま
ふ
。
ま
た
は
十
斎
の
仏
を
等
身
に
造
ら
せ
た
ま
ひ
、
あ
る
時
に
は
百
体
の
釈
迦
を
造
り
、
あ
る
時
は
千
手
観
音
を
造

り
、
あ
る
時
は
一
万
体
の
不
動
を
造
り
、
あ
る
時
は
金
泥
の
一
切
経
を
書
き
、
供
養
せ
さ
せ
た
ま
ふ
。
あ
る
時
は
同
じ
く
大
威
徳
を
書
き
、

供
養
せ
さ
せ
た
ま
ふ
。
ま
た
、
八
万
部
の
法
華
経
を
申
し
上
げ
さ
せ
た
ま
ふ
。
こ
れ
ら
み
な
、
滅
罪
生
善
の
た
め
と
思
し
め
す
。
こ
れ
に

添
へ
て
、
懺
法
の
営
み
お
こ
た
ら
ず
。
御
堂
の
勤
め
、
ひ
ね
も
す
よ
も
す
が
ら
お
こ
た
ら
せ
た
ま
は
ず
。
年
月
を
経
て
、
し
つ
く
さ
せ
た

ま
ふ
こ
と
、
仏
の
御
事
に
あ
ら
ず
と
い
ふ
こ
と
な
し
。(『

栄
花
物
語』

第
十
五
・｢
う
た
が
ひ｣

巻
・
一
九
八
〜
九
頁)

二
二



道
長
が

｢

わ
が
御
寺｣

と
す
る
法
成
寺
で

｢

滅
罪
生
善｣

の
た
め
に
行
っ
た
造
仏
、
仏
画
製
作
、
写
経
の
数
々
で
あ
り
、
六
観
音
以
降
、
数

字
を
漸
増
さ
せ
る
仕
方
で
説
明
さ
れ
て
い
る
。

六
観
音
↓
七
仏
薬
師
↓
八
相
成
道
↓
九
体
の
阿
弥
陀
仏
↓
十
斎
の
仏
↓
百
体
の
釈
迦
↓
千
手
観
音
↓
一
万
体
の
不
動
↓
八
万
部
の
法
華
経

右
の
う
ち

｢
八
相
成
道｣

｢

一
万
体
の
不
動｣

は
仏
画
、｢

八
万
部
の
法
華
経｣

は
写
経
、
こ
れ
以
外
は
、
仏
像
で
あ
る
。｢

一
万
体
の
不
動｣

が
絵
像
に
な
る
こ
と
は
、
次
の
記
述
で
分
か
る
。

今
日
於
二

阿
弥
陀
堂
一

可
レ

被
レ

供
二

養
等
身
百
体
絵
像
不
動
尊
一

、(『

小
右
記』

万
寿
四
年

(

一
〇
二
四)

五
月
三
日
条)

法
成
寺
阿
弥
陀
堂
供
養
の
記
事
で
あ
る
。
こ
こ
の

｢

等
身
百
体
絵
像
不
動
尊｣

が
誇
張
さ
れ
て

｢

一
万
体
の
不
動｣

と
さ
れ
て
い
よ
う
。
一

つ
の
御
堂
に

｢

一
万
体｣

の
仏
像
を
安
置
す
る
の
は
不
可
能
だ
が
、
絵
像
な
ら
可
能
で
あ
る
。

ま
た
、｢

百
体
の
釈
迦｣

に
関
し
て
は
、
そ
の
数
に
史
料
に
よ
る
別
が
あ
る
。

・

於
法
成
寺
中
新
造
之
百
一
体

[

中
体
丈
六
、
今
百
体
等
身]

尺
迦
如
来
、
今
日
巳
時
奉
レ

移
二

新
造
堂
一

云
々
、(『

小
右
記』

万
寿
四
年

六
月
二
十
一
日
条)

・

中
尊
は
み
な
金
色
に
て
丈
六
に
て
お
は
し
ま
す
。
今
九
十
九
体
は
等
身
の
仏
に
て
、
み
な
金
色
に
ぞ
お
は
し
ま
す
。(『

栄
花
物
語』

第

二
十
九
・｢

玉
の
飾
り｣

巻
・
一
一
八
〜
一
〇
頁)

丈
六
の
中
尊

(

中
体)

、
そ
の
他
の
等
身
は
同
じ
だ
が
、
総
数
を

『

小
右
記』

で
は
百
一
体
、『

栄
花
物
語』

で
は
百
体
に
し
て
い
る
。
こ
こ

は
史
料
の
近
日
性
か
ら

『

小
右
記』

が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
道
長
に
即
し
て
い
え
ば
、
こ
の
一
体
の
差
は
、
何
で
も
な
か
っ
た
こ
と
で

あ
ろ
う
。
と
に
か
く
、
思
い
つ
く
仏
像
は
、
絵
像
を
含
め
て
、
何
で
も
造
立
・
製
作
さ
れ
た
次
第
を
提
示
し
て
い
る
。
今
日
か
ら
す
れ
ば
、
無

節
操
と
も
思
え
る
事
態
だ
が
、
こ
れ
が
当
時
の
理
想
的
な
信
仰
の
環
境
な
の
で
あ
っ
た
。

先
の

『

栄
花
物
語』

｢

う
た
が
ひ｣

巻
の
語
り
で
興
味
深
い
の
は
、
薬
師
如
来
に
か
か
わ
る
こ
と
が
多
い
こ
と
で
あ
る
。
六
観
音
と
七
仏
薬

師
は
、
共
に
薬
師
如
来
に
か
か
わ
り
、
十
斎
の
仏
も
そ
の
一
つ
が
薬
師
如
来
で
あ
っ
た
。
次
章
で
は
、
こ
の
薬
師
如
来
像
関
係
を
見
て
い
く
こ

『

狭
衣
物
語』

と
薬
師
信
仰

二
三



と
に
し
た
い
。

二

法
成
寺
薬
師
堂
供
養

薬
師
如
来
像
を
本
尊
と
す
る
仏
堂
の
典
型
と
し
て
、
法
成
寺
の
薬
師
堂
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。『

栄
花
物
語』

に
は
、
万
寿
元
年

(

一

〇
二
四)

六
月
二
十
六
日
に
行
わ
れ
た
供
養
の
様
子
が
詳
細
に
語
ら
れ
て
い
る
。
長
く
な
る
が
、
そ
の
全
体
を
引
用
す
る
。
こ
こ
に
平
安
時
代

の
最
も
荘
厳
な
薬
師
信
仰
の
あ
り
よ
う
が
見
て
と
れ
る
。

①
は
か
な
く
過
ぎ
て
、
六
月
に
も
な
り
ぬ
れ
ば
、
二
十
六
日
、
か
の
薬
師
堂
の
供
養
、
例
の
事
ど
も
え
も
い
は
ず
め
で
た
し
。
御
堂
の

御
有
様
、
例
の
目
も
輝
き
て
、
い
か
に
も
見
分
き
が
た
し
。
大
宮
、
殿
の
上
と
ぞ
お
は
し
ま
す
。
御
局
、
こ
の
御
堂
の
北
の
方
に
よ
り
て
、

廂
に
み
な
御
簾
懸
け
た
り
。

②
御
堂
の
造
り
ざ
ま
、
犬
防
の
さ
ま
な
ど
、
西
の
御
堂
に
異
な
ら
ず
。
薬
師
仏
の
御
前
の
方
の
母
屋
の
柱
に
は
、
十
二
大
願
の
心
を
絵

に
か
か
せ
た
ま
へ
り
。
六
観
音
の
御
前
の
方
の
柱
に
は
、
観
音
品
の
偈
の
心
を
み
な
か
か
せ
た
ま
へ
り
。
飯
室
の
阿
闍
梨
の
手
を
つ
く
し

た
ま
へ
る
ほ
ど
、
思
ひ
や
る
べ
し
。

③
南
よ
り
北
ざ
ま
に
七
仏
薬
師
な
ら
ば
せ
た
ま
へ
り
。
は
し
ば
し
に
日
光
、
月
光
立
ち
た
ま
へ
り
。
ひ
ま
ひ
ま
に
十
二
神
将
丈
七
尺
ば

か
り
に
て
、
色
々
の
衣
を
着
、
さ
ま
ざ
ま
の
顔
、
心
々
の
気
色
に
て
、
持
た
る
も
の
み
な
こ
と
ご
と
な
り
。
見
る
に
、
か
つ
は
笑
ま
し
う
、

か
つ
は
恐
し
げ
な
り
。

④
一
々
に
見
た
て
ま
つ
り
て
、
随
願
薬
師
経
の
文
を
思
ひ
出
で
た
て
ま
つ
る
。｢

一
聞
我
名
、
悪
病
除
癒
、
乃
至
速
証
、
無
上
菩
提｣

と
あ
り
。
一
た
び
御
名
を
聞
き
て
か
か
り
、
況
ん
や
七
仏
を
見
た
て
ま
つ
ら
む
ほ
ど
、
思
ひ
や
る
べ
し
。

⑤
ま
た
七
仏
薬
師
経
に
曰
く
、｢

も
し
わ
が
名
を
聞
く
こ
と
あ
ら
ん
も
の
、
悪
趣
に
堕
ち
ば
、
仏
の
神
力
を
も
て
、
ま
た
名
号
を
聞
か

二
四



し
め
て
、
返
り
て
人
趣
に
生
れ
て
菩
薩
の
行
を
修
し
、
す
み
や
か
に
円
満
す
る
こ
と
を
得
し
め
む｣

と
の
た
ま
へ
り
。
ま
い
て
、
見
た
て

ま
つ
る
ほ
ど
を
思
ふ
に
、
お
ろ
か
な
ら
ん
や
は
。

⑥
ま
た
六
観
音
は
、
六
道
の
た
め
に
と
思
し
め
し
た
り
。
本
誓
を
思
ふ
に
い
と
あ
は
れ
な
り
。｢

大
悲
千
手
獄
、
大
慈
聖
我
鬼
、
師
子

馬
頭
畜
、
大
光
面
修
羅
、
天
人
准
泥
人
、
大
梵
如
意
天｣

と
の
た
ま
へ
り
。
か
く
思
ひ
つ
づ
け
拝
み
た
て
ま
つ
る
に
も
、
六
道
に
輪
廻
す

る
こ
と
あ
ら
じ
と
、
頼
も
し
く
な
り
ぬ
。

⑦
そ
の
中
に
も
、
如
意
輪
の
御
思
惟
の
気
色
も
あ
は
れ
に
見
え
た
ま
ふ
。｢

難
断
煩
悩
、
即
能
断
除
、
自
然
智
恵
、
発
起
慈
心
、
随
類

示
現
、
以
大
慈
悲｣

、
ま
た

｢

難
度
衆
生
、
能
度
相
現
、
悲
哀
衆
生
、
慈
如
一
子｣

な
ど
の
た
ま
は
せ
た
る
ほ
ど
、
お
ぼ
ろ
げ
な
ら
ず
か

し
。⑧

こ
こ
ら
の
仏
の
現
れ
た
ま
へ
る
、
か
つ
は
、
い
づ
こ
よ
り
来
り
た
ま
へ
る
に
か
知
ら
ま
ほ
し
き
に
、
無
量
義
経
の
文
に
曰
く
、｢

戒

定
恵
解
知
見
生
、
三
昧
六
通
道
品
発
、
慈
悲
十
力
無
畏
起
、
衆
生
善
業
因
縁
出｣

と
の
た
ま
へ
り
、
殿
の
御
前
の
御
心
の
中
よ
り
現
れ
た

ま
へ
り
と
知
り
ぬ
。

⑨
堂
荘
厳
、
仏
供
な
ど
、
さ
き
ざ
き
の
ご
と
し
。
事
ど
も
果
て
ぬ
れ
ば
、
百
余
人
の
僧
た
ち
禄
賜
ひ
て
、
楽
人
ど
も
例
の
作
法
に
て
ま

か
で
ぬ
。
御
堂
供
養
の
有
様
さ
き
ざ
き
に
異
ら
ず
。

⑩
こ
の
仏
の
御
う
し
ろ
、
東
の
方
に
、
間
ご
と
に
戸
を
た
て
た
り
。
仏
の
御
う
し
ろ
に
は
、
御
格
子
を
短
や
か
に
し
わ
た
し
て
、
紫
の

末
濃
の
御
帳
に
て
、
泥
し
て
絵
か
き
て
、
村
濃
の
紐
し
た
り
。
い
み
じ
う
な
ま
め
か
し
う
見
え
た
り
。(『

栄
花
物
語』

第
二
十
二
・｢

鳥

の
舞｣

巻
・
四
一
〇
〜
一
頁)

や
や
細
か
く
十
段
に
分
節
し
て
引
用
し
た
。
①
は
こ
の
段
の
導
入
的
な
語
り
な
の
で
、
②
か
ら
見
て
い
き
た
い
。

法
成
寺
に
お
い
て
、
阿
弥
陀
堂
と
薬
師
堂
が
も
っ
と
も
威
容
を
誇
っ
た
仏
堂
で
あ
っ
た
。
②
に

｢

西
の
御
堂｣

と
あ
る
の
が
阿
弥
陀
堂
で
、

薬
師
堂
は
そ
れ
と
異
な
る
こ
と
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
経
典
に
由
来
す
る
と
思
わ
れ
る
。

『

狭
衣
物
語』

と
薬
師
信
仰

二
五



又
西
方
極
楽
世
界
の
如
く
、
功
徳
荘
厳
等
し
く
し
て
差
別
無
し
。(『

薬
師
琉
璃
光
如
来
本
願
功
徳
経』)

薬
師
琉
璃
光
如
来
の
浄
土
は
、
西
方
極
楽
世
界
と
同
じ
で
あ
り
、
区
別
は
な
い
と
明
示
さ
れ
て
い
る
。
薬
師
如
来
と
阿
弥
陀
如
来
、
東
方
瑠

璃
光
浄
土
と
西
方
極
楽
浄
土
は
、
一
対
で
あ
る
か
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
だ
か
ら
法
成
寺
で
も
、｢

西
の
御
堂
に
異
ら
ず｣

と
の
語
り
が
入
る
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
薬
師
堂
の
柱
に
は
、｢

十
二
大
願
の
心｣

｢

観
音
品
の
偈
の
心｣

が

｢

飯
室
の
阿
闍
梨｣

に
よ
っ
て
描
か
れ
て
い
た
。｢

十
二
大
願｣

と

は
、
衆
生
済
度
の
た
め
に
薬
師
如
来
が
菩
薩
で
あ
っ
た
時
に
立
て
た
十
二
の
大
願
の
こ
と
で
、
そ
の
内
容
は
、
次
節
で
触
れ
る
こ
と
に
し
た
い
。

｢

観
音
品
の
偈
の
心｣

は

『
法
華
経』

観
世
音
菩
薩
普
門
品
に
あ
る
偈

(

詩
句
形
式
で
仏
徳
や
教
理
を
述
べ
た
も
の)

の
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ

の
趣
旨
が
絵
画
化
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

絵
師
と
な
る
飯
室
の
阿
闍
梨
は
、
藤
原
伊
尹
の
孫
、
義
懐
の
息
男
で
、
延
円

(

縁
円)

阿
闍
梨

(

？
〜
一
〇
四
〇)

の
こ
と
で
あ
る
。｢

絵

阿
闍
梨｣

(『

大
鏡』

伊
尹
伝
・『

富
家
語』
一
三
五)

、｢

造
第

(

阿)

闍
梨｣

(『

小
右
記』

治
安
三
年

(

一
〇
二
三)

十
月
二
十
九
日
条)

な

ど
と
も
呼
ば
れ
、
高
陽
院
造
作
に
も
か
か
わ
っ
た

｢

石
を
立
つ
る
こ
と
相
伝
を
得
た
る
人｣

(『

作
庭
記』)

で
も
あ
っ
た

(

３)

。
当
代
一
の
総
合
芸

術
家
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
法
成
寺
の
柱
絵
に
か
か
わ
っ
て
、
堂
の
荘
厳
に
寄
与
し
た
の
で
あ
る
。

③
が
薬
師
堂
を
荘
厳
す
る
仏
た
ち
で
あ
る
。
こ
こ
を
実
資
は
簡
潔
に
示
し
て
い
た
。

廿
六
日
、
壬
午
、
今
日
法
成
寺
薬
師
堂
供
養

[

丈
六
七
仏
薬
師
如
来
・
日
光
・
月
光
・
十
二
神
将
・
丈
六
六
観
音
像
等
安
二

置
堂
中
一]

、

(『

小
右
記』

万
寿
元
年

(

一
〇
二
四)

六
月
二
十
六
日
条)

七
体
か
ら
な
る

｢

七
仏
薬
師
如
来｣

が
薬
師
堂
本
尊
、｢

日
光
、
月
光｣
は
脇
侍
と
な
る
菩
薩
で
あ
る
。
③
に

｢

は
し
ば
し
に
日
光
、
月
光

立
ち
た
ま
へ
り｣

と
あ
る
の
は
、
七
仏
薬
師
そ
れ
ぞ
れ
に
日
光
・
月
光
の
脇
侍
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。｢

十
二
神
将｣

は
眷
属
で
、

薬
師
如
来
の
十
二
の
大
願
に
応
じ
て
、『

薬
師
経』

を
読
誦
す
る
者
を
守
護
す
る
十
二
の
夜
叉
大
将
に
な
る
。
諸
仏
の
化
身
と
さ
れ
、
十
二
刻

に
配
さ
れ
た
り
、
十
二
支
の
動
物
と
結
び
つ
け
ら
れ
た
り
す
る
。
こ
れ
ら
の
中
で
、
一
番
注
意
深
く
見
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
諸
仏
の
他
に

｢

六

二
六



観
音｣

も
安
置
さ
れ
て
い
る
が
、｢

七
仏
薬
師
如
来｣

と
共
に
後
に
扱
い
た
い
。

④
の

｢

随
願
薬
師
経｣

は
、『

薬
師
琉
璃
光
如
来
本
願
功
徳
経』

や

『

薬
師
如
来
本
願
経』

な
ど
の
異
名
に
な
る
。｢

一
聞
我
名｣

以
下
が
薬

師
如
来
の
第
七
の
大
願
の
引
用
で
、
そ
の
御
名
を
聞
く
だ
け
で
も
功
徳
に
な
る
の
に
、
実
際
に
御
仏
を
拝
見
申
し
上
げ
た
時
の
功
徳
を
想
像
す

べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
引
用
さ
れ
て
い
る
の
は

『

薬
師
琉
璃
光
如
来
本
願
功
徳
経』

の
経
文
と
相
違
し
て
い
る
が
、
こ
の
本
文

は
他
も
見
ら
れ
る
。

本
願
薬
師
経

一
聞
我
名
、
悪
病
除
愈
、
乃
至
速
証
、
無
上
菩
提

ひ
と
た
び
も
聞
く
に
は
御
名
ぞ
た
も
た
る
る
思
ひ
わ
づ
ら
ふ
我
が
名
な
れ
ど
も

(『

発
心
和
歌
集』

二
二)

大
斎
院
選
子
内
親
王
の
歌
集
で
あ
り
、
詞
書
は

『

栄
花
物
語』

と
同
じ
で
あ
る
。
こ
う
し
た
本
文
が
流
通
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
諸

仏
を
拝
見
し
て
、
経
典
に
思
い
を
は
せ
た
体
裁
で
あ
る
。

⑤
は

｢

七
仏
薬
師
経｣

に
関
し
て
で
あ
る
。
こ
れ
は
、『

薬
師
琉
璃
光
七
仏
本
願
功
徳
経』

に
な
る
が
、
引
用
さ
れ
て
い
る
の
は
、『

薬
師
琉

璃
光
如
来
本
願
功
徳
経』

の
意
訳
で
あ
る
。
こ
こ
も
本
文
に
異
同
が
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
割
愛
し
、
七
仏
薬
師
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き

た
い
。

七
仏
薬
師
は
、
善
名
称
吉
祥
王
如
来
・
宝
月
智
厳
光
音
自
在
王
如
来
・
金
色
宝
光
妙
行
成
就
如
来
・
無
憂
最
勝
吉
祥
如
来
・
法
海
雷
音
如
来
・

法
海
勝
慧
遊
戯
神
通
如
来
・
薬
師
琉
璃
光
如
来
の
総
称
と
な
る
。
こ
の
う
ち
前
六
仏
を
薬
師
如
来
の
異
名
あ
る
い
は
同
体
と
す
る
説
と
、
そ
れ

ぞ
れ
別
の
仏
と
す
る
説
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、｢

七
仏
薬
師｣

と
総
称
す
る
の
で
、
異
名
説
で
考
え
て
い
き
た
い
。
い
ず
れ
も
薬
師
如
来
な
の

で
、｢

は
し
ば
し
に
日
光
、
月
光
立
ち
た
ま
へ
り｣

と
な
る
。
法
成
寺
薬
師
堂
で
は
、
こ
れ
ら
が
造
立
さ
れ
た
の
で
あ
り
、『

小
右
記』

治
安
三

年

(

一
〇
二
三)

十
二
月
二
十
三
日
条
に
よ
れ
ば
、
仏
師
定
朝
が
か
か
わ
っ
て
い
た
。

七
仏
薬
師
を
祈
る
修
法
は
、
十
二
の
大
願
の
第
七
に
基
づ
き
、
除
病
延
寿
や
安
産
、
あ
る
い
は
除
災
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
。
仏
像

『

狭
衣
物
語』

と
薬
師
信
仰

二
七



で
は
な
く
、
絵
像
で
行
う
場
合
も
あ
っ
た
。

於
二

清
涼
殿
一

、
修
二

七
仏
薬
師
法
一

、
画
二

七
仏
像
一

、
懸
二

御
簾
前
一

、(『

続
日
本
後
紀』

嘉
祥
三
年

(

八
五
〇)

三
月
十
九
日
条)

右
は
七
仏
薬
師
法
の
早
い
時
期
の
も
の
で
、
算
賀
に
お
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
用
例
も
あ
る
。

黄
金
の
薬
師
仏
、
五
尺
に
て
七
と
こ
ろ
、
経
な
ど
、
き
ら
に
せ
ら
る
な
り
。(『

う
つ
ほ
物
語』

｢

菊
の
宴｣

巻
・
三
五
頁)

嵯
峨
院
大
后
の
六
十
賀
の
準
備
に
つ
い
て
の
大
宮
の
発
言
の
一
部
で
あ
る
。
薬
師
仏
が
あ
っ
て

｢

七
と
こ
ろ｣

と
さ
れ
る
の
で
、
こ
れ
も
七

仏
薬
師
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
法
は
九
世
紀
に
円
仁
が
は
じ
め
、
十
世
紀
中
頃
に
は
天
台
宗
の
良
源
が
、
摂
関
家
の
安
産
祈
願
を
し
て
か

ら
特
に
有
名
に
な
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。『

う
つ
ほ
物
語』

の
例
か
ら
す
る
と
、
安
産
祈
願
だ
け
で
な
く
、
算
賀
で
の
除
病
延
寿
も
七
仏
薬
師

法
で
願
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
点
は
次
章
で
も
扱
う
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
中
世
王
朝
物
語
の

『

海
人
の
刈
藻』

巻
四
や

『

石
清
水
物
語』

で
は
、
出
産
に
際
し
て
の
七
仏
薬
師
法
の
こ
と
が
語
ら
れ
て
い
る
。

⑥
が
六
観
音
の
こ
と
で
、
六
道
に
そ
れ
ぞ
れ
配
さ
れ
て
衆
生
済
度
に
当
た
る
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
説
明
的
に
示
す
の
が
、｢

大
悲
千
手

獄
、
大
慈
聖
我
鬼
、
師
子
馬
頭
畜
、
大
光
面
修
羅
、
天
人
准
泥
人
、
大
梵
如
意
天｣

に
な
る
。
こ
れ
は

｢

大
悲
千
手
獄｣

の
場
合
、
大、
悲、
観
音

は
千、
手、
観
音
の
こ
と
で
六
道
の
地
獄、
道
に
配
さ
れ
る
と
い
う
示
し
方
に
な
る
。
以
下
、｢

大
慈
聖
我
鬼｣

は

｢

大
慈
観
音
は
聖
観
音
で
餓
鬼
道｣

、

｢

師
子
馬
頭
畜｣

は

｢

師
子
無
畏
観
音
は
馬
頭
観
音
で
畜
生
道｣

、｢

大
光
面
修
羅｣

は

｢

大
光
普
照
観
音
は
十
一
面
観
音
で
修
羅
道｣

、｢

天
人

准
泥
人｣

は

｢

天
人
丈
夫
観
音
は
准
胝
観
音
で
人
道｣

、｢

大
梵
如
意
天｣

は

｢

大
梵
深
遠
観
音
は
如
意
輪
観
音
で
天
道｣

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

六
観
音
を
拝
見
す
れ
ば
、
六
道
輪
廻
か
ら
救
済
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
法
成
寺
薬
師
堂
の
場
合
が
、
最
も
早
い
六
観
音
の
事
例

と
さ
れ
て
い
る
。

⑦
は
六
観
音
の
う
ち
か
ら
如
意
輪
観
音
の

｢

御
思
惟
の
気
色｣

を
取
り
上
げ
た
も
の
に
な
る
。
こ
こ
に
引
用
さ
れ
る
経
文
の
出
典
は
未
詳
で

あ
る
。

⑧
は
、
薬
師
堂
の
多
く
の
仏
た
ち
が
出
現
し
た
所
以
を
問
う
て
い
る
。『

法
華
経』
の
開
経
と
さ
れ
る

『

無
量
義
経』

徳
行
品
の
法
身
出
現

二
八



の
条
件
を
示
す
偈
か
ら

｢

衆
生
善
業
因
縁
出

(

仏
の
法
身
は
衆
生
の
善
業
を
因
縁
と
し
て
生
ず)｣

と
い
う
理
解
を
得
て
、｢

殿
の
御
前
の
御
心

の
中
よ
り｣

法
身
が
出
現
し
た
の
だ
と
し
て
い
る
。
道
長
の
道
心
を
讃
美
し
た
の
で
あ
る
。

⑨
は
法
要
の
終
了
を
言
い
、
⑩
は
①
を
受
け
る
か
の
よ
う
に
堂
の
室
礼
を
言
う
こ
と
で
一
段
を
閉
じ
て
い
る
。

以
上
、
法
成
寺
薬
師
堂
供
養
の
様
子
を
見
て
み
た
。
こ
の
薬
師
堂
は
、
史
上
最
も
豪
壮
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
仏
た
ち
が
蝟
集
す
る
様
子

は
、
さ
ぞ
か
し
壮
観
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
薬
師
堂
で
薬
師
如
来
の
本
願

｢

十
二
大
願｣

を
念
じ
て
道
長
の
無
病
息
災
が
念
じ
ら
れ

た
の
で
あ
る
。
こ
の

｢
十
二
大
願｣

に
つ
い
て
は
多
様
に
解
釈
で
き
る
の
で
、
他
の
具
体
的
な
功
徳
と
共
に
次
節
で
確
認
し
て
い
き
た
い
。

三

薬
師
如
来
の
功
徳

薬
師
如
来
の
功
徳
は
、｢

十
二
大
願｣
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
て
い
る
。
簡
単
に
整
理
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
か
。

第
一
、
衆
生
を
薬
師
如
来
の
ご
と
く
に
す
る
、
第
二
、
迷
い
の
衆
生
に
悟
ら
せ
る
、
第
三
、
衆
生
の
欲
す
る
も
の
を
得
さ
せ
る
、
第
四
、

衆
生
を
大
乗
に
安
立
さ
せ
る
、
第
五
、
三
聚
戒

さ
ん
じ
ゅ
か
い

を
備
え
さ
せ
る
、
第
六
、
障
害
あ
る
者
に
諸
器
官
を
完
具
さ
せ
る
、
第
七
、
衆
生
の
病
を

除
く
、
第
八
、
転
女
成
男

て
ん
に
ょ
じ
ょ
う
な
ん

さ
せ
る
、
第
九
、
正
し
い
見
解
を
備
え
さ
せ
る
、
第
十
、
獄
に
あ
る
衆
生
を
解
脱
さ
せ
る
、
第
十
一
、
飢
渇

し
た
衆
生
に
飲
食
物
を
与
え
心
安
ら
か
に
さ
せ
る
、
第
十
二
、
衣
服
に
事
欠
く
衆
生
に
上
妙
の
衣
を
得
さ
せ
満
足
さ
せ
る
、

右
か
ら
も
類
推
で
き
る
よ
う
に
、
人
々
の
病
患
を
救
い
、
悟
り
に
導
く
こ
と
だ
け
が
本
願
で
は
な
か
っ
た
。
七
仏
薬
師
法
に
よ
る
功
徳
は
前

章
で
見
た
が
、
こ
れ
以
外
の
具
体
的
な
功
徳
も
、
一
部
次
の
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
た
。

楽
求
す
る
所
に
随
い
、
一
切
皆
遂
げ
、
長
寿
を
求
む
れ
ば
長
寿
を
得
、
富
饒
を
求
む
れ
ば
富
饒
を
得
、
官
位
を
求
む
れ
ば
官
位
を
得
、

男
女
を
求
む
れ
ば
男
女
を
得
ん
。(『

薬
師
琉
璃
光
如
来
本
願
功
徳
経』)

こ
こ
の
言
葉
を
換
え
れ
ば
、
薬
師
如
来
は
、�
長
寿
延
命
、�
致
富
、�
昇
進
、�
婚
姻
な
ど
の
願
い
も
叶
え
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。�

『

狭
衣
物
語』

と
薬
師
信
仰
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は
｢

十
二
大
願｣

の
第
七
と
重
な
る
が
、
ず
れ
る
側
面
も
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
薬
師
如
来
に
か
か
わ
る
功
徳
は
、
物
語
や
説
話
に
語
ら
れ
て
い

る
。
そ
れ
ぞ
れ
事
例
を
確
認
し
て
い
き
た
い
。

�
長
寿
延
命

長
寿
を
求
め
る
場
合
、
寿
命
経
だ
け
で
な
く
、
薬
師
経
の
書
写
で
も
叶
え
ら
れ
た
。『

今
昔
物
語
集』

巻
六

｢

震
旦
張
李
通
書
写
薬
師
経
延

命
語
第
四
十
七｣
で
は
、
寿
命
は
三
十
一
歳
を
越
え
ら
れ
な
い
と
占
わ
れ
た
李
通
が
、
薬
師
経
一
巻
を
書
写
し
た
と
こ
ろ
、
今
度
は
三
十
年
命

が
延
び
た
と
い
う
話
に
な
っ
て
い
る
。

算
賀
で
薬
師
仏
が
供
養
さ
れ
て
、
延
命
が
祈
願
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
。

神
無
月
に
、
対
の
上
、
院
の
御
賀
に
、
嗟
峨
野
の
御
堂
に
て
薬
師
仏
供
養
じ
た
て
ま
つ
り
た
ま
ふ
。
い
か
め
し
き
事
は
、
切
に
諌
め
申

し
た
ま
へ
ば
、
忍
び
や
か
に
と
思
し
お
き
て
た
り
。
仏
、
経
箱
、
帙
簀
の
と
と
の
へ
、
ま
こ
と
の
極
楽
思
ひ
や
ら
る
。
最
勝
王
経
、
金
剛

般
若
、
寿
命
経
な
ど
、
い
と
ゆ
た
け
き
御
祈
り
な
り
。(『

源
氏
物
語』

｢

若
菜
上｣

巻
・
九
二
〜
三)

光
源
氏
四
十
賀
に
際
し
て
、
紫
上
が

｢

薬
師
仏
供
養｣

を
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ
と
併
せ
て

｢

最
勝
王
経
、
金
剛
般
若
、
寿
命
経｣

も

修
さ
れ
て
い
る
。

造
像
や
写
経
な
ど
が
、
延
命
祈
願
の
法
会
と
し
て
行
な
わ
れ
る
と
、
こ
れ
は
続ぞ

く

命
み
ょ
う

法ほ
う

に
な
る
。
聖
武
天
皇
不
予
に
際
し
て
行
わ
れ
た
の
が

最
初
の
記
録
に
な
ろ
う
か
。

ま
た
、
薬
師
仏
像
七�
、
高
さ
六
尺
三
寸
な
る
を
造
り
、
并
せ
て
経
七
巻
を
写
さ
し
む
。(『

続
日
本
紀』

天
平
十
七
年
九
月
二
十
日
条)

｢

薬
師
仏
像
七�｣
と
あ
る
の
で
七
仏
薬
師
法
に
な
ろ
う
。
造
像
と
写
経
で
聖
武
天
皇
の
延
命
を
祈
願
し
た
の
で
あ
る
。
続
命
法
に
つ
い
て

は
、
次
章
で
さ
ら
に
触
れ
た
い
。

ま
た
、
一
度
死
ん
だ
者
が
薬
師
仏
に
よ
っ
て
蘇
生
し
、
寿
命
が
延
び
た
と
い
う
話
も
あ
る
。『

今
昔
物
語
集』

巻
六

｢

震
旦
溜
洲
司
馬
、
造

薬
師
仏
得
活
語
第
二
十
一｣

で
は
、
遺
族
た
ち
が

｢

薬
師
ノ
像
ヲ
七
体

(

七
仏
薬
師
に
な
る)｣

を
造
っ
て
供
養
し
た
た
め
に
蘇
生
し
た
と
い

三
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う
話
に
な
っ
て
い
る
。
蘇
生
の
話
は
、
同
第
二
十
四
に
も
あ
る
。
長
寿
延
命
は
や
は
り
薬
師
如
来
の
中
心
的
な
功
徳
な
の
で
あ
る
。

�
致
富

貧
し
い
者
が
薬
師
如
来
に
よ
っ
て
富
む
と
い
う
話
で
あ
る
。『

今
昔
物
語
集』

巻
四

｢

天
竺
貧
人
、
得
富
貴
語
第
三
十
八｣

に
は
、｢

薬
師
ノ

霊
験
ノ
寺｣
で
懺
悔
し
た
と
こ
ろ
夢
告
が
あ
り
、
そ
の
指
示
に
従
っ
て
富
を
得
た
と
す
る
話
が
あ
る
。
ま
た
、
同
巻
六

｢

震
旦
貧
女
、
銭
供
養

薬
師
像
得
富
語
第
二
十
二｣

で
は
、
わ
ず
か
に
あ
っ
た

｢

一
文
の
銭｣

を
薬
師
仏
に
供
養
し
た
と
こ
ろ
、
妻
を
亡
く
し
た
富
め
る
人
が
薬
師
仏

の
夢
告
に
よ
っ
て
求
婚
し
て
き
て
、
女
は
躊
躇
す
る
も
結
婚
し
て
豊
か
に
な
っ
た
と
い
う
話
に
な
っ
て
い
る
。
致
富
と
婚
姻
が
同
時
に
叶
え
ら

れ
た
の
で
あ
る
。

�
昇
進

官
位
昇
進
と
結
び
つ
く
話
は
、
少
な
い
。『

三
宝
絵』

中

(

仏
教
全
書
二
五
三
頁)

に
は
、
丹
後
国
の
竹
影
重
通
が
、『

法
華
経』

八
部
を
書

写
し
、
薬
師
仏
ほ
か
諸
仏
を
造
り
、
そ
の
報
に
て
唐
土
第
二
の
大
臣
に
な
っ
た
と
い
う
話
が
あ
る
。
ま
た
、『

更
級
日
記』

で
菅
原
孝
標
女
が

太
秦
広
隆
寺
の
仏
に
祈
願
す
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
て
、
こ
の
仏
は
薬
師
仏
で
父
の
任
官
を
念
じ
た
と
す
る
説

(

４)

が
あ
る
。
そ
の
可
能
性
は
あ
る

か
も
し
れ
な
い
。

�
婚
姻

婚
姻
が
叶
っ
た
話
は
、
先
に
見
た
。
こ
の
他
で
は

『

撰
集
抄』
巻
八

｢

第
二
十
五
伊
勢
広
隆
寺
ノ
歌
ノ
事｣

に
、
零
落
し
た
伊
勢
が
太
秦
広

隆
寺
に
籠
り
、｢

南
無
薬
師
あ
は
れ
み
た
ま
へ
世
の
中
に
あ
り
わ
づ
ら
ふ
も
同
じ
病
ぞ｣

と
詠
ん
だ
と
こ
ろ
、
結
婚
の
夢
告
が
あ
り
、
石
清
水

八
幡
宮
の
検
校
と
結
婚
し
て
幸
せ
に
な
っ
た
と
す
る
話
が
あ
る
。
歌
の
趣
向
は
、｢

世
の
中
に
あ
り
わ
づ
ら
ふ｣

、
す
な
わ
ち
良
き
配
偶
者
が
い

ず
に
苦
し
む
の
も
病
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
薬
師
仏
が
功
徳
を
施
し
た
こ
と
に
な
る
。
な
お
、『

伊
勢
集』 (

５)

か
ら
す
る
と
、
こ
の
零
落

伝
説
は
信
じ
が
た
く
、
こ
の
歌
も
伊
勢
作
で
は
あ
る
ま
い
。

こ
う
し
た
薬
師
如
来
の
功
徳
の
ほ
か
に
、
浄
土
思
想
と
か
か
わ
る
功
徳
も
あ
っ
た
。
極
楽
遣
送
で
あ
る
。『

薬
師
瑠
璃
光
如
来
本
願
功
徳
経』

『

狭
衣
物
語』

と
薬
師
信
仰

三
一



に
は
、
西
方
極
楽
世
界
へ
の
往
生
を
願
う
者
は
、
命
終
の
時
に
薬
師
瑠
璃
光
如
来
の
名
号
を
聞
け
ば
、
八
菩
薩
が
来
て
行
く
道
を
示
し
、
極
楽

世
界
の
蓮
華
の
中
に
化
生
す
る
で
あ
ろ
う
と
記
さ
れ
て
い
る
。
薬
師
如
来
は
、
八
菩
薩
に
極
楽
遣
送
を
託
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、

『

栄
花
物
語』

第
十
七
・｢

音
楽｣

巻
に
、
治
安
二
年

(

一
〇
二
二)

七
月
十
四
日
の
法
成
寺
金
堂
供
養
の
際
に
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
点

に
つ
い
て
は
別
稿

(

６)

を
用
意
し
た
の
で
、
そ
ち
ら
を
参
照
さ
れ
た
い
。
さ
ら
に
功
徳
は
あ
る
が
、
以
上
に
と
ど
め
て
お
き
た
い
。

四

『

狭
衣
物
語』

の
薬
師
の
法

こ
こ
か
ら

『

狭
衣
物
語』

に
移
る
。
薬
師
如
来
は
、
八
菩
薩
に
極
楽
遣
送
を
託
し
た
と
い
う
教
え
に
よ
っ
て
、
東
方
瑠
璃
光
浄
土
へ
の
往
生

は
念
じ
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
だ
か
ら
、
西
方
極
楽
浄
土
、
兜
率
天
、�
利
天
と
い
う
浄
土
が

『

狭
衣
物
語』

で
語
ら
れ
て
も
、

東
方
瑠
璃
光
浄
土
の
こ
と
は
不
在
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
薬
師
如
来
自
体
は
、
二
度
ほ
ど
登
場
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
一
例
目
を

見
る
こ
と
に
し
た
い
。
出
家
を
決
意
し
た
狭
衣
が
斎
院

(

源
氏
宮)

の
も
と
に
訪
れ
た
段
で
あ
る
。
出
家
の
意
向
を
匂
わ
し
た
狭
衣
に
、
源
氏

宮
は
返
す
言
葉
も
見
つ
か
ら
な
い
の
で
歌
で
応
え
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

い
か
に
も
い
ら
へ
聞
こ
え
さ
せ
た
ま
ふ
べ
き
や
う
も
な
け
れ
ば
、

言
は
ず
と
も
わ
が
心
に
も
か
か
ら
ず
や
絆
ば
か
り
に
思
は
ま
し
か
ば

わ
ざ
と
な
う
言
ひ
消
た
せ
た
ま
へ
る
、
げ
に
、
薬
師
の
法
行
は
ず
と
も
、
四
十
九
日
あ
り
て
も
生
き
返
り
ぬ
べ
く
お
ぼ
さ
る
る
。

｢

誰
に
よ
り
て
か
は
、
か
か
る
心
も
つ
き
そ
め
は
べ
り
し
。

行
き
か
へ
り
た
だ
ひ
た
み
ち
に
惑
ひ
つ
つ
身
は
中
空
に
な
り
ね
と
や
さ
は

(『

狭
衣
物
語』

巻
三
・
一
七
八
頁)

源
氏
宮
は
、｢

口
に
出
し
て
言
わ
な
く
て
も
、
お
兄
様
の
こ
と
が
私
の
心
に
か
か
ら
な
い
は
ず
が
あ
り
ま
し
ょ
う
か
。
私
を
絆
な
り
と
思
っ

て
く
だ
さ
る
な
ら
、
出
家
す
る
な
ど
と
お
っ
し
ゃ
ら
な
い
で
く
だ
さ
い｣

と
歌
に
詠
ん
で
い
る
。
源
氏
宮
は
控
え
め
に
狭
衣
の
出
家
を
い
さ
め

三
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た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
久
し
ぶ
り
の
歌
に
よ
る
会
話
と
な
り
、
狭
衣
に
源
氏
宮
に
対
す
る
恋
着
を
意
識
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
、｢

薬
師

の
法
行
は
ず
と
も
、
四
十
九
日
あ
り
て
も
生
き
返
り
ぬ
べ
く
お
ぼ
さ
る
る｣

に
な
る
。
亡
く
な
っ
て
四
十
九
日
が
過
ぎ
て
、｢

薬
師
の
法｣

が

な
さ
れ
な
く
て
も
蘇
生
す
る
よ
う
な
気
持
ち
が
す
る
と
思
う
の
で
あ
る
。

こ
の

｢
薬
師
の
法｣

が
蘇
生
を
願
う
続
命
法
で
あ
り
、
そ
の
方
法
は
次
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
。

昼
夜
六
時
に
彼
の
世
尊
薬
師
瑠
璃
光
如
来
を
礼
拝
し
供
養
し
、
此
の
経
を
読
誦
す
る
こ
と
四
十
九
遍
、
四
十
九
の
燈
を
然と

も

し
、
彼
の
如

来
の
形
像
七
躯
を
造
り
て
一
一
の
像
前
に
各
七
燈
を
置
き
、
一
一
の
燈
量
は
大
い
な
る
こ
と
車
輪
の
如
く
、
乃
至
四
十
九
日
、
光
明
を
し

て
絶
や
さ
ざ
れ
。
五
色
の
彩
幡
を
造
る
に
は
長
さ
四
十
九�桀
手

た
く
し
ゅ

な
れ
。
応
に
雑
類
の
衆
生
を
放
ち
て
四
十
九
に
至
る
べ
し
。(『

薬
師
瑠
璃

光
如
来
本
願
功
徳
経』)

続
命
法
は
、
七
仏
薬
師
を
造
像
し
て
、
昼
夜
六
回
四
十
九
遍
の
薬
師
経
の
読
経
、
四
十
九
日
間
の
四
十
九
の
燃
燈
、
四
十
九�桀
手
の
長
さ
の

造
幡
作
成
、
放
生
す
る
生
き
物
四
十
九
に
な
る
よ
う
に
す
る
と
説
か
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち

｢

光
明
を
し
て
絶
や
さ
ざ
れ｣

は
原
典

｢

光
明
不

絶｣

で
あ
り
、
こ
れ
は
巻
四
で
引
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
続
命
法
は
、
か
な
り
の
費
用
が
か
か
る
、
富
ん
だ
者
に
し
か
で
き
な
い
法
で
あ
っ

た
が
、
経
典
に
は
そ
の
こ
だ
わ
り
は
見
ら
れ
な
い
。
と
に
か
く
臨
終
間
近
や
、
絶
命
し
た
時
に
蘇
生
を
願
う
た
め
に
は
、
遺
族
・
眷
属
た
ち
に
、

こ
う
し
た
続
命
法
が
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

狭
衣
が

｢

四
十
九
日
あ
り
て
も
生
き
返
り
ぬ
べ
く
お
ぼ
さ
る
る｣

と
思
っ
た

｢

四
十
九
日｣

は
、
経
文
に
頻
出
す
る
四
十
九
に
惹
か
れ
た
も

の
で
あ
ろ
う
。
四
十
九
日
過
ぎ
た
ら
蘇
生
で
き
な
い
と
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
た
だ
し
四
十
九
日
間
の
四
十
九
の
燃
燈
か
ら
、
四
十
九
日
が
蘇

生
の
限
界
と
誤
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
こ
で
自
身
の
死
を
言
っ
て
い
る
の
は
、
あ
る
い
は
恋
死
を
想
定
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

源
氏
宮
の
声
を
聞
い
た
の
で
、
自
分
が
恋
死
し
た
と
し
て
も
、｢

薬
師
の
法｣
な
し
で
蘇
生
す
る
で
あ
ろ
う
と
思
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
箇
所
を
、
新
全
集
は

｢

ま
こ
と
に
死
出
の
山
路
も
越
え
や
る
ま
じ
う
、
薬
師
の
法
は
行
は
ず
と
も
、
四
十
九
日
の
中
に
返
さ
ま
ほ
し
く

思
し
な
さ
る
る｣

の
本
文
で
、
次
の
よ
う
な
頭
注
を
施
し
て
い
る
。

『

狭
衣
物
語』

と
薬
師
信
仰
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狭
衣
は
、
自
分
の
霊
魂
を
現
世
に
呼
び
戻
し
て
、
蘇
生
し
た
い
と
思
っ
た
の
で
あ
る
。
狭
衣
自
身
の
願
望
と
し
て
、｢

返
り
な
ま
ほ
し

う
ぞ｣

と
す
る
本
が
多
い
。
底
本
の
本
文
の
形
で
は
、
修
法
さ
せ
て
返
さ
せ
た
い
と
い
う
、
使
役
の
意
が
入
る
か
。
出
家
と
死
去
と
が
混

同
さ
れ
て
い
る
嫌
い
も
あ
る
が
、
死
後
の
こ
と
は
比
喩
的
な
例
示
で
あ
ろ
う
。(

新
全
集

『

狭
衣
物
語』

巻
三
・
一
九
七
頁
頭
注
一
三)

新
全
集
は
、｢
薬
師
の
法｣

を
し
て
も
ら
わ
な
く
て
も
、
自
分
の
意
志
で
蘇
生
し
た
い
と
思
っ
た
と
理
解
し
て
い
よ
う
。
こ
れ
に
対
し
て
集

成
は
、｢

よ
し
ん
ば
死
後
四
十
九
日
の
あ
と
で
あ
ろ
う
と
蘇
生
す
る
に
ち
が
い
な
い
と
思
わ
れ
る
ほ
ど
で
あ
る｣

と
傍
注
し
て
い
る
。
こ
の
本

文
は
、｢

薬
師
の
法｣
は
行
わ
な
く
て
も
、
自
分
の
意
志
と
は
関
係
な
く
蘇
生
し
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
と
、
や
や
客
観
視
し
た
表
現
に
な
っ
て

い
よ
う
。
絶
命
し
て
も
蘇
生
し
た
い
と
す
る
の
は
お
か
し
な
理
屈
で
あ
り
、
こ
こ
は
本
来
、
集
成
の
よ
う
に
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
源
氏
宮

へ
の
恋
着
に
よ
っ
て
恋
死
し
た
と
し
て
も
、｢

薬
師
の
法｣

な
し
で
蘇
生
し
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
と
判
断
し
た
の
で
あ
る
。
狭
衣
の
恋
着
の
強

さ
が
、
七
仏
薬
師
の
続
命
法
に
よ
っ
て
語
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

五

『

狭
衣
物
語』

の
十
齋
の
仏
た
ち

も
う
一
カ
所
、
薬
師
仏
が
登
場
す
る
の
は
、
母
を
亡
く
し
た
宮
の
姫
君

(

後
の
藤
壷)

が
悲
し
み
に
沈
む
段
で
あ
る
。

せ
ち
に
恋
し
く
お
ぼ
え
た
ま
ふ
夕
暮
に
、｢

も
し
も
や
慰
む｣

と
、
う
つ
く
し
う
心
こ
と
に
作
り
置
き
た
て
ま
つ
り
た
ま
ひ
て
、
常
に

向
ひ
た
ま
ひ
つ
つ
行
ひ
た
ま
ひ
し
十
齋
の
仏
た
ち
見
た
て
ま
つ
り
た
ま
ふ
に
も
、｢

薬
師
に
は
、
た
だ
御
事
を
の
み
申
す｣

と
、
常
に
言

ひ
知
ら
せ
た
ま
ひ
し
を
思
し
出
づ
る
に
、
甘
露
、
法
薬
の
薬
も
今
は
何
に
す
べ
き
身
に
も
あ
ら
ぬ
を
、｢

た
だ
お
は
し
に
け
む
か
た
へ
送

り
た
ま
へ
か
し
。
さ
ば
か
り
の
こ
と
は
難
く
し
も
あ
ら
じ
。
光
明
不
絶
と
か
や
の
た
ま
へ
る
誓
ひ
ぞ
か
な
ひ
が
た
か
り
け
る｣

な
ど
、
人

知
れ
ず
お
ぼ
し
つ
づ
く
。

夢
さ
む
る
暁
か
た
を
待
ち
し
間
に
四
十
九
日
に
も
や
や
過
ぎ
に
け
り

三
四



な
ど
思
し
続
け
ら
る
る
、
日
数
も
あ
さ
ま
し
く
て
、
袖
を
顔
に
押
し
あ
て
て
泣
き
た
ま
ふ
。(『

狭
衣
物
語』

巻
四
・
二
六
七
〜
八
頁)

宮
の
姫
君
が
い
る
の
は
、
故
父
式
部
卿
宮
が
建
立
し
、
母
が
死
去
し
た

｢

亀
山
の
い
か
め
し
き
寺｣

(

巻
四
・
二
四
三
頁)

で
あ
る
。
こ
の

寺
は
、｢
九
体
の
阿
弥
陀
お
は
す
る
御
堂｣

が
あ
る
ほ
か
、｢

い
と
大
き
な
る
堂
ど
も
あ
ま
た｣

あ
る
浄
土
寺
院
で
あ
っ
た
。
式
部
卿
宮
が
九
体

阿
弥
陀
堂
を
建
立
し
、
姫
君
母
の
北
の
方
は
、
自
ら
造
ら
せ
た

｢

十
齋
の
仏
た
ち｣

を
安
置
す
る
別
の
御
堂
を
し
つ
ら
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
法

成
寺
に
は
十
齋
堂
も
あ
り
、
寛
仁
四
年

(

一
〇
二
〇)

閏
十
二
月
二
十
七
日
に
供
養
が
行
わ
れ
た
。
旧
稿

(

７)

で
は
九
体
阿
弥
陀
堂
か
ら

｢

亀
山
の

い
か
め
し
き
寺｣

は
法
成
寺
の
面
影
が
あ
る
と
し
た
が
、｢

十
齋
の
仏
た
ち｣

が
十
齋
堂
に
安
置
さ
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
こ
こ
か
ら
も
法
成

寺
と
の
関
連
が
指
摘
で
き
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の

｢

十
齋
の
仏
た
ち｣

に
対
し
て
、
新
全
集
は
底
本

｢

十
さ
い｣

を

｢

十
体
の
仏
達｣

に
し
、｢

前
出
に

｢

九
体
の
阿
弥
陀
お
は
す
る
御

堂｣

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
薬
師
と
九
体
の
阿
弥
陀
像
を
合
わ
せ
て
十
体
の
仏
達
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る｣

と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
御
堂
は
幾

つ
も
あ
り
、
九
体
阿
弥
陀
堂
と
し
て
も
、
薬
師
三
尊
と
な
る
の
で
十
二
体
の
仏
た
ち
と
な
ろ
う
。
こ
こ
は

｢

十
齋
の
仏
た
ち｣

で
い
い
の
で
あ

り
、
そ
の
意
味
の

｢

十
体
の
仏
達｣

に
す
る
な
ら
ば
同
じ
こ
と
に
な
る
。

｢

十
齋
の
仏
た
ち｣

は
、『

拾
芥
抄』

に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
る
の
が
定
番
に
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
毎
月
斎
戒
を
保
つ
こ
と
に
定
め
ら
れ

た
十
日
間
に
そ
れ
ぞ
れ
配
当
さ
れ
た
十
体
の
仏
の
こ
と
で
あ
る
。
一
日
は
定
光
仏
、
八
日
は
薬
師
仏
、
一
四
日
は
賢
劫

け
ん
ご
う

千
仏
、
十
五
日
は
阿
弥

陀
仏
、
十
八
日
は
地
蔵
菩
薩
、
二
十
三
日
は
勢
至
菩
薩
、
二
十
四
日
は
観
世
音
菩
薩
、
二
十
八
日
は
毘
廬
遮
那
仏
、
二
十
九
日
は
薬
王
菩
薩
、

三
十
日
は
釈
迦
牟
尼
仏
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
日
に
配
当
さ
れ
た
仏
菩
薩
を
念
ず
る
と
、
悪
疾
災
厄
を
逃
れ
、
福
徳
長
寿
を
得
る
と
さ
れ

て
い
た
。

姫
君
は
、
母
が
恋
し
く
な
る
と
悲
し
み
を
慰
め
る
た
め
に
、
生
前
に

｢

う
つ
く
し
う
心
こ
と
に
作
り
置
き｣

｢

常
に
向
ひ
た
ま
ひ
つ
つ
行
ひ

た
ま
ひ
し
十
齋
の
仏
た
ち｣

を
拝
見
し
て
い
る
。
母
は
、
生
前

｢

薬
師
に
は
、
た
だ
御
事
を
の
み
申
す｣

と
言
っ
て
い
て
、
毎
月
八
日
に
は
薬

師
仏
を
拝
し
、
姫
君
の
息
災
や
、
よ
き
婚
姻
を
念
じ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
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こ
の
こ
と
を
思
う
と
、
姫
君
は

｢

甘
露
、
法
薬
の
薬
も
今
は
何
に
す
べ
き
身｣

で
も
な
い
と
嘆
息
し
て
い
る
。｢

甘
露｣

は
蜜
の
よ
う
に
甘

い
諸
神
・
諸
仏
の
常
用
す
る
飲
み
物
で
、
飲
む
と
不
老
不
死
に
な
る
と
さ
れ
て
い
る
。｢

法
薬
の
薬｣

は
、
新
全
集
が
説
く
よ
う
に
、『

薬
師
本

誓
集』
の

｢

諸
々
の
衆
生
の
為
に
法
楽
を
授
与
し
、
一
た
び
名
号
を
聞
か
ば
、
衆
病
悉
く
除
く
。
貧
窮
多
苦
は
速
疾
に
消
滅
し
心
身
安
楽
と
な

る｣

に
応
じ
た
薬
師
如
来
の
持
つ
薬
に
な
る
。
薬
師
如
来
は
左
手
に
薬
壺
を
持
つ
の
で
、
そ
こ
に
入
っ
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
で
あ
ろ
う
。
姫
君
は

不
老
不
死
、
衆
病
悉
除
は
、
今
の
自
分
に
は
必
要
な
く
、
そ
れ
よ
り
も
母
の
も
と
に
送
っ
て
ほ
し
い
と
念
じ
る
の
で
あ
る
。

死
ん
で
亡
き
母
の
も
と
に
行
き
た
い
と
す
る
こ
と
は
、
延
命
・
蘇
生
が
自
分
と
無
関
係
に
な
る
の
で
、｢

光
明
不
絶
と
か
や
の
た
ま
へ
る
誓

ひ
ぞ
か
な
ひ
が
た
か
り
け
る｣
と
の
思
い
を
強
く
し
て
い
る
。
こ
れ
は
前
章
に
引
用
し
た
よ
う
に

『

薬
師
瑠
璃
光
如
来
本
願
功
徳
経』

の
続
命

法
の
一
節
で
あ
っ
た
。
薬
師
如
来
の
十
二
の
大
願
で
は
な
い
の
で
、｢

誓
ひ｣

と
す
る
の
は
お
か
し
い
が
、
死
を
思
う
時
、
お
の
ず
と
七
仏
薬

師
法
に
想
到
す
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
。『

狭
衣
物
語』

の
薬
師
仏
は
、
東
方
浄
瑠
璃
浄
土
の
教
主
と
し
て
の
面
よ
り
も
、｢

薬
師
の
法

(

続
命
法)｣

や

｢

八
斎
仏｣

と
い
う
こ
と
で
作
品
に
位
置
し
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

薬
師
信
仰
の
あ
り
よ
う
を

『

栄
花
物
語』

に
語
ら
れ
る
法
成
寺
薬
師
堂
供
養
の
段
で
確
認
し
、『

狭
衣
物
語』

に
お
け
る
薬
師
如
来
に
つ
い

て
検
討
し
て
み
た
。
薬
師
信
仰
を

｢

治
病
・
延
命
・
産
育｣

等
の
現
世
利
益
を
中
心
と
す
る
と
の
理
解

(

８)

で
は
済
ま
さ
れ
な
い
問
題
が
あ
っ
た
と

言
え
よ
う
。
法
成
寺
薬
師
堂
一
つ
と
っ
て
み
て
も
検
討
の
余
地
は
あ
り
、
薬
師
如
来
の
功
徳
の
多
様
性
も
理
解
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。『

狭
衣

物
語』

に
お
い
て
は
、
浄
土
思
想
と
か
か
わ
る
阿
弥
陀
仏
、
弥
勒
菩
薩
、
帝
釈
天
と
は
ち
が
っ
て
、
も
っ
ぱ
ら
続
命
法
と
か
か
わ
る
薬
師
如
来

の
あ
り
よ
う
が
語
ら
れ
て
い
た
。
極
楽
遣
送
と
い
う
薬
師
如
来
の
本
願
は
、『

狭
衣
物
語』

に
不
在
な
の
で
あ
る
。
本
稿
は
や
や
素
描
に
終
始

し
た
が
、
こ
の
点
だ
け
深
め
ら
れ
た
こ
と
で
ひ
と
ま
ず
擱
筆
と
し
た
い
。

三
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注

(

１)
拙
著

『

庭
園
思
想
と
平
安
文
学
―
寝
殿
造
か
ら』

(

花
鳥
社
、
二
〇
一
八
・
一
一)

の
第
２
章

｢『

狭
衣
物
語』

の
浄
土
寺
院
と
浄
土
庭
園
―
道
長
の

法
成
寺
と
頼
通
の
平
等
院
の
影
―｣

、
拙
稿

｢『

狭
衣
物
語』

と

『

源
氏
物
語』

―
そ
の
時
代
相
を
中
心
と
し
て
―｣

(『

狭
衣
物
語
の
新
世
界』

武
蔵
野

書
院
、
二
〇
一
九
・
二)

。

(

２)

阿�
如
来
の
東
方
善
快
浄
土
の
こ
と
は
、『

今
昔
物
語
集』

巻
六
第
二
十
五
に
語
ら
れ
て
い
る
。

(

３)

注

(

１)

の
前
者
。

(

４)

小
内
一
明

｢

と
う
し
ん
に
や
く
し
ほ
と
け
を
つ
く
り
て｣

(『

群
馬
県
立
女
子
大
学
国
文
学
研
究』

８
、
一
九
八
八
・
三)

(

５)

秋
山
虔
・
小
町
谷
照
彦
・
倉
田
実

『

伊
勢
集
全
注
釈』

(

角
川
書
店
、
二
〇
一
六
・
一
一)

参
照
の
こ
と
。

(

６)

拙
稿

｢『

更
級
日
記』

の
薬
師
仏
と
阿
弥
陀
仏
―

｢

東
方
浄
瑠
璃
浄
土
の
西
門｣

を
出
て

｢

西
方
極
楽
世
界
の
東
門｣

に
入
る
―｣

(

仮
題

『

更
級
日

記

上
洛
の
記
千
年』

(

武
蔵
野
書
院
、
二
〇
二
〇
・
四
予
定)

(

７)

注

(

１)

の
前
者
。

(

８)

五
来
重

｢

薬
師
信
仰
総
論｣

(『

薬
師
信
仰』
民
衆
宗
教
史
叢
書
、
雄
山
閣
、
一
九
八
六
・
一
一)

出
典

『

栄
花
物
語』

『

大
鏡』
『

枕
草
子』

『

う
つ
ほ
物
語』

『
源
氏
物
語』

は
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
、『

今
昔
物
語
集』

『

富
家
語』

『

続
日
本
紀』

は
新

日
本
古
典
文
学
大
系
、『

狭
衣
物
語』

は
新
潮
日
本
古
典
集
成
を
主
と
し
て
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
も
参
照
、『

撰
集
抄』

は
岩
波
文
庫
、『

作
庭
記』

は
日
本
思
想
大
系
、『

発
心
和
歌
集』

は

『

新
編
国
歌
大
観』

、『
小
右
記』

は
大
日
本
古
記
録
、『

薬
師
瑠
璃
光
如
来
本
願
功
徳
経』

は
石
田
瑞
麿

『

民

衆
経
典』
(

仏
教
経
典
選
、
筑
摩
書
房
、
一
九
八
六
・
六)

、『

続
日
本
後
紀』

は
新
訂
増
補
国
史
大
系
、『

三
宝
絵』

は
日
本
仏
教
全
書
に
よ
っ
た
。
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